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1. 第２回懇談会のまとめ

2. ワーキンググループ第1回～第3回の報告　　　　　　　　　

3. 懇談会まとめ
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１．第２回懇談会のまとめ
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＜最終回＞

懇談会での意見等の整理と確認

＜２回目＞

課題，対応方針等の整理

＜１回目＞

市民の健康と健康づくりの現状について（参加者からの情報提供）
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施策全体に係る方針
　　

効果的な周知方法，周知媒体は？

インターネットで本市の健康情報を
　  見てもらうためには？

事業展開のヒント②

リーダーのイメージ（活動を広げてくれ
る人等々）
リーダーを見つける方法，リーダーに
なってくれる人はどんな人か　　　

どうしたら仲間をつくれるのか，
   　 人と繋がりを持てるのか？

事業展開のヒント③

生きがいをつくる，
　 生きがいを増やすために
    必要な取組は？

個別目標

歩くことでどんな街になる？
　
事業展開のヒント①

歩くための効果的な取組は？

意見交換の要点
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周知方法・周知媒体

インスタグラムの広告
＃ハッシュタグ
QRコードによるホームページへの誘導
戦略的なメディアの活用
目を引く，見たいと思えるデザイン
健康に特化した情報発信
対象年齢に合わせた周知方法
既に根付いている（知名度が高い）イベントとの協働
企業との協働

SNSの活用 ホームページ メディア 掲載の工夫 協働

旧態依然からの脱却
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目を引くチラシの例　～鷹栖町議会の広報　

多数のメディアにも
取り上げられている
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「健幸なまち」ってどんなまち？

冬も楽しくからだを動かす（活動する）ことが
できるまち

地域の発見，良さを感じることができるまち

子どもから大人まで楽しくイベントに参加して
健幸になれるまち

高齢者も地域でいきいきと活躍できるまち

参加者の発言から見えてきた「健幸なまち」
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歩くこと

可視化 歩数 ・消費カロリー ・ポイント

特　典 クーポン・ポイント・賞品獲得

楽しく 四季ごとの景色（花・雪あかり）・撮影スポット・公園（健康遊具）・
アプリ・イベント

競　争 歩数ランキング
イベント（冬の動物園ウォーキングイベント等）

歩くことが目的ではなくても，結果として歩く（活動する）ことになる
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あさひかわ健幸アプリ

可視化 歩数 ・消費カロリー ・医療費抑制額

特　典 歩数でポイント　　　賞品獲得

楽しく 出かける ・参加する ・歩 く ・Wポイント

競　争 歩数ランキング

健幸アプリ導入イメージ

※令和５年度予算　要求中　
次年度予算

要求R4 •アプリ構築

•体験会R5 アプリ本格

稼働R6 10



健幸アプリ活用イメージ①

ウォーキングイベント　
例えば･･･
イオンとの共催（検討中）

イオンモール旭川駅前
旭川西店
旭川永山店

Wポ
イント

包括連携協定締結済
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健幸アプリ活用イメージ②

施設利用でのポイントGET!　
例えば･･･

博物館
彫刻美術館
科学館
体育施設

Wポ
イント

QRコードで
ポイント付与

外出の機会＆施設の利用者増加

特に冬期間
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イベント

スタンプラリー
ガーデニング見学
冬の公園での雪像やかまくらづくり
冬の動物園でウォークラリー

　　ポイント

高齢者が活躍できる場面（地域での子どもの見守りなど）があると，高齢者に

とっての生きがい（健幸），世代間交流による地域の活性化につながる

子どもが楽しく参加できるプログラムであれば，親世代の参加が見込める 13



仲間づくり・生きがい

楽しいことに「参加」

一緒に楽しむ

まわりの人に広げる※

【健幸】
・参加による活動の増加
・人との繋がりによる生きがい

※広げてくれる人（≠リーダー）

コーディネーター
情報を発信してくれる人

地域での参加 顔見知り 地域の活性化
地域・ひと

健 幸 14

⇒スポーツ指導員，障害者スポーツ指導員，
　市民委員会，地区社協



健幸になるためのアクション

身体を動かす
～自然と動く（歩く）

高齢者・親世代・子ども 楽しく・楽しみながら ゴールを目指す
（成果の見える化・達成感）

誰が どの
ように

何を
する

結果

15人との繋がり

周知方法
・

周知媒体

健康づくり
ツール



企業が提供する無料アプリ（個人向け）
無料で活用できる健康関連アプリの例
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企業 コカ・コーラ イオンモール docomo 第一生命

アプリ名 CokeONアプリ イオンモールアプリ ｄヘルスケア
健康応援アプリ
「健康第一」

機能

歩数カウント ○ ○ ○ ○

ポイント機能 ○ ○ ○ ○

ポイント獲得 スタンプをためる 歩数に応じてくじに参加 健康ミッションクリア
目標歩数を達成すると抽選
に参加

ポイント交換 ドリンクと交換 WAONポイント ｄポイント コンビニクーポン

その他
健康機能

－ －
体重，血圧，脈拍を入力し，
グラフ表示。同年代との比
較ができる。

健診結果を読み取ると健康
年齢と健康タイプを判定。
改善アドバイスや将来の発
症リスクを判定。

有料版 ー ー ○ ー



Coke　ON　アプリ
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イオンモールアプリ
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ｄヘルスケア
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健康アプリ「健康第一」
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タニタ健康プログラム（東神楽町）
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ひがしかぐら健康くらぶ

平成28年度設立
＜対　象＞　町民又は町内の事業所等に勤務している方（年齢制限なし）

＜年会費＞　1,000円（中学生以下500円）
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　主な取組内容

タニタの活動量計

を借りる

◆活動量計で歩数，

運動時間，総消費カ

ロリ－等を計測　　　　　　　　

◆｢健康の駅｣（町内5
箇所）で体組成計等

で体の状態を測定

健康の駅又はローソ

ンのロッピー（端

末）に活動量計の情

報を読み込ませる

◆タニタの｢からだカル

テ｣（WEBサイト及びアプ

リで閲覧可）でデータや

分析結果を見る　　　　　　　　　

◆貯まった健幸ポイント

を賞品と交換



タニタ「からだカルテ」
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活動UP
健幸アプリ

興味・関心 健康ツール

健康増進

健幸づくりのツール

アプリ導入は，健幸づくりのツールとして様々な効果と可能性があると考え

ており，市民の活動量を増やすための後押しができるような取組を進めて行

きたいと考えています。 24



２．ワーキンググループ第1回～第3回の報告
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ワーキンググループ検討経過
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1回目

（10月7日）

・旭川市の現状と課題について

・健幸福祉都市の実現した姿のイメージ共有

2回目 ・プランの名称・愛称について

（11月7日） ・プランの成果指標について

　 ・プランのカテゴリー及びカテゴリー別個別目標について

3回目 ・第2回ワーキンググループまとめ及び事務局案について

（11月21日） ・計画に位置付ける具体的な取組について



プランの名称について

「スマートウエルネス」という言葉を浸透させて行きたいのであれば，

　副題で言葉の意味がわかるようにした方がよい

「健幸づくり」「歩く」「活動」といったテーマを副題につけてはどうか。

【プランの名称（案）】
スマートウエルネスあさひかわプラン
　　　　～　みんなで始める健幸づくり

市長公約でもあるので「スマートウエルネス」という言葉は使用

※副題について，2期目からは「みんなで続ける健幸づくり」等，変化をつけ
ることを想定し，1期目のプランはスタートなので「始める」を副題とする。
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成果指標について

健康と幸せの2つの視点で成果が図れる指標がよいのではないか
市民アンケートの活用

健康寿命等の客観的な数値データ

「歩くこと」または「身体活動の増加」を図れる指標

【課題】
• 歩数は現状値がない。
　全国（令和元年）男性　6,793歩　女性　5,832歩　（1日当たりの平均歩数）
　（※国民健康・栄養調査：都道府県別は,平成28年度データまでの公表）
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区分 指標名 現状値

①　客観的数値データ 健康寿命
男：79.40歳　
女：83.99歳　（R２）

②　主観的健康観
ふだん健康だと感じている市民の割合
（市民アンケート） 74.0%（R3）

③　健幸づくりの意欲 ふだんから健康のために何か取り組んでいる市民の割合
（市民アンケート） 45.4％（R3)

④　暮らしやすさ（幸福度） 暮らしやすいまちだと感じている市民の割合
（市民アンケート） 69.1％（R3)

現状値が把握できているデータ

【成果指標】
市民アンケート②～④
※健康寿命は短期間で成果を見ることが困難と考えた

29
市民アンケートのほか，歩数の実態を把握し，歩数の増加を目指します。



プランのカテゴリー（柱）

★　ひと ★　まち ちいき しごと

★　くらし 健康づくり 幸せづくり
健幸の種（生

きがい等）

【案】
まちの健幸づくり

ひとの健幸づくり

くらしの健幸づくり

最も多かった共通意見

個別目標の意見を包括できるカテゴリー 30



３つの柱
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ひと ひとの健幸づくり くらし くらしの健幸づくり まち まちの健幸づくり

個人に働きかける事業

個人で取り組める事業

事業ターゲット

個人（ひと）

生活圏域における小集団
（コミュニティ）等に働き
かける事業

小集団で取り組む事業

家族
身近な地域
学校・職域（企業・団体）
グループ・サークル

事業ターゲット

全市民を対象とした事業・

イベント

事業ターゲット

市全体

個人
生活　

圏域
全市



スマートウエルネスあさひかわプラン
～みんなで始める健幸づくり

まちの健幸づくり

ひとの健幸づくり

くらしの健幸づくり

・健康管理（ヘルスケア）への興味・関心の向上
・ライフステージに応じた健幸づくり
・健康増進活動の促進

・地域での健幸づくりの機会の充実
・企業や団体と連携した健幸づくりの推進
・人との交流や支え合いによる生きがいづくり

・季節を問わずに健幸づくり活動に取り組めるまちづくりの推進
・公園や体育施設等の健康増進拠点としての活用
・安全で安心な健康増進環境の整備

令和５（2023)年度～令和７（2025）年度
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【個別目標の案】



骨子
イ

メ
ー

ジ
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骨子
イ

メ
ー

ジ
仮
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取組例



３．懇談会まとめ
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個人や各団体の立場でできることは？

身体を動かす
～自然と動く（歩く）

高齢者・親世代・子ども 楽しく・楽しみながら ゴールを目指す
（成果の見える化・達成感）

誰が どの
ように

何を
する

結果

36人との繋がり

周知方法
・

周知媒体

健康づくり
ツール


